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●一般名が「クロル」で始まる薬剤を前方一致検索した際、表示される可能性のある薬剤は、本事例のクロル

マジノン酢酸エステル、クロルプロマジン塩酸塩のほかに、クロルジアゼボキンド、クロルフェニラミン

マレイン酸塩、クロ)レフェネシンカルバミン酸エステル、クロルプロマジンフェノールフタリン酸塩など

がある。一般名が「クロル」で始まる薬剤は入力間違いや取り違えが起こりやすい薬剤として薬局のスタッフ

に周知し、注意を促す必要がある。

●薬剤の検索に使用する文字数を増やすことは、候補を絞り込むために有用であるが、表示された薬剤群から

葉剤を正しく選択するには、薬剤名のすべての文字を見て確認する必要がある。
事例の

ポイント

薬効分類

一般名処方の

標準的な記載

前立腺肥大症・癌治療薬

【般】クロルマジノン酢酸エステル銀
25mg

精神神経安定薬

〔触】クロルプロマジン塩酸塩鍵
25mg

情 報

その他の
に°24年8月 15日現在)

【事例の辞綱】

憲者に 【般】クロルマジノン酢酸エステル錠25mgが処方された。処方箋を応需した薬局のスタッフが、
レセプトコンピュータに誤つてクロルプロマジン塩酸塩錠25mgと入力した。薬剤師が薬剤を取りそろえる
際、薬剤名の入力が間違つていることに気付いた。

〔胃景 9要因】

当薬局では、処方内容をレセプトコンピュータに入力する際は、薬剤の規格と一般的名称もしくはプランド名

の読み仮名3文字程度を入力して薬剤を検索している。今回は「25 クロル」と入力して検索したところ、
クロルマジノン酢酸エステル錠25mgと クロルプロマジン塩酸塩錠25msが表示された。入力を担当した
スタッフは誤つてクロルプロマジン塩酸塩鍵25mgを選択した。
【票周から報告された改善策】
レセプトコンピュータに薬剤名を入力する際は、読み仮名の4文字以上を入力して検索する。クロルマジノン

酢酸エステル錠25mgとクロルプロマジン塩酸塩錠25mgは 、規格も同じであり、間違えやすい組み合わ
せとして薬局のスタッフに周知する。

事 例

2024年
No.11

事例 1

醐

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

今回は独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (PMDA)との共同企画です。

名称類似薬の入力間違い (―般名同士)

調 剤

共有すべき事例

舶 PharmaceutlcaL and Medical Devkes Agenty
独立行政法人

◆

「見盆評路念l昆惹貯鰍甲離

「PMDA医療安全情報No.51改訂版 2024年 11月 名称類似による薬剤取り違えについて (その 1)
～一般名類似～」も参照してください。

httpsソ/www.pmda.go.jp/safety/info― services/medica卜 safetylnfo/0001.html

◆ 公益財田法人

〒10卜006打  東京都千代田区神田三崎町14‐ 17 束洋ビル
電話 :03‐ 5217‐ 0281(直涌) FAX:03‐5217‐ 0253(直通)
https://www.yakkyokに rhiyari.icqhC.Or.jp′

※この情報の作成にあたり、作成時における正確佐については万全

を期しておりますよ その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。※この情導風は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情

報の作成にあたり、莱局から報告された事例の内害等について、議み

やすくするため文章の一部を修正すること力fありま魂 そのため、「事

例検索」で岡互できる事例の内容等と表現が異なる娼合があります
のでご注意ください。
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I事例の詳細】
患者にラスビック錠フ5mg l回 1錠 1日 1回が処方された。処方箋を応需した薬剤師は誤つて
プラビックス錠75mgを調製した。鑑査した薬剤師が薬剤の取り違えに気付き、ラスビック錠
75mgを正しく調製して悪者に交付した。
【背景・要因】

ラスビック錠75mgとプラビックス錠75mgは、名称が類似しているほかに、規格や用法も
同じである。ラスビック錠75mgは当薬局では調剤する頻度が低く、調製者は調剤する頻度が
高いプラビックス錠フ5mgと読み違えた。
【票月から報告された改善策】

名称が類似している薬剤がある場合は、葉剤棚に「名称類似薬あり」のラベルを貼り、注意喚起

する。

事伊u

嗚
９
彎
９

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

今回は独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (PMDA)との共同企画です。

名称類似薬の取り違え (プランド名同士)

調 剤

共有すべき事例

縮
◆

J児 Phamaceutitais and Medical Devkes Agenty
独立行政法人公益財回法人 日本医療機能評価機構

Japan Council for Quality Hcalth(「 arc

2024年
No.11

事例 2

「PMDA医療安全情報No.692024年 11月 名称類似による薬剤取り違えについて (その2)
～一般名とプランド名類似、プランド名類似～」も参照してください。

httpsノ/www pmda.go.ip/Safety/info― services/medica卜 safety‐ info/0001,htrィRI

0薬剤名の頭文字が一致していなくても、名称に同じ文字列を含む薬剤は、視覚的・音韻的
な類似性から、思い込みによる取り違えの可能性がある。名称が類似しているだけでなく、

規格や用法・用量が同じである薬剤には、特に注意が必要である。

●製薬企業や独立行政法人医薬品医療機器総合機構 (PMDA)か ら、取り違えの可能性が
ある薬剤の組み合わせとして注意喚起されている薬剤については、自局で調剤する頻度が

低い薬剤であつても、「名称類似薬あり」などの掲示を行い、葉剤取り違え防止のための対策

を行うことが有用である。

事例の

ポイント

用法及び用量

薬効分類

販売名

通常、成人には、ラスクフロキサン
ンとして1回フ5mgを 1日 1回経口
投与する。

ニューキノロン系抗菌薬

ラスビック銀75mg

通常、成人には、クロピドグレルと
して75mgを 1日 1回経口投与する。

抗血小板薬

プラビックス鉦75mg

(2024年 3月 ]5日現在)

その他の

情報

◆ 公益財団滋人 日本E療機籠評価機幅 ※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全

を期しておりますよ その内容を将来にわたり保置するものではあり

ません。来この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。弟|この情

報の作成にあたり、豪局力'ら報告された事例の内容等について、詭み

やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事

例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なるよ呂合があります

のでご注意ください。

〒10司‐0061 東京都千代田区神田三崎阿 1‐ 4‐ 1フ 東洋ビル
電話 :03‐ 5217‐ 0281(i宙誦)FAX:03‐ 5217‐ 0253(直通)
https:′ノwww yakkyokぃhiyan.icqhc.Or,,p/J馳
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亀 共有すべき事例
◆

J馳 含評路▲I昆惹紺鰍甲雉  縮

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

今回は独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (PMDA)との共同企画です。

名称類似薬の処方間違い (…般名とブランド名)

疑義照会・処方医への情報提供

？

・

PharmaceuticaL and Medical Devた es Agency
独立行取法人

2024年
No.11

事例 3

I事例0詳細】
以前から患者に処方されていたカンデサルタン錠4mgが、今回はカルデナリン錠2mgに変更
になつた。薬剤師が悪者ア)｀ら聴取したところ、血圧が下がつているので薬剤を減量する、と

処方医より説明を受けていたことがわア)｀つた。処方さ才lた薬剤名の間違いを疑い、薬剤師が

処方医に疑義照会を行つたところ、〔般】カンデサルタン錠2mgの処方間違いであることが

判明した。

【推足される要因】

一般的名称の「カンデサルタン」とブランド名の「カルデナリン」の文字列が類似しているこ

とから、処方医が間違えたと思われる。

I票周での取り組み】

処方内容が変更になった際は、患者から変更の理由について聴き取りを行い、変更された処方

内容に疑義があれば処方医に確認を行う。

事 例

「PMDA医療安全情報No.692024年 11月 名称類似による薬剤取り違えについて (その2)
～一般名とブランド名類似、プランド名類似～」も参照してください。

httpsi//www,pmda,go fp/Safety/info― services/medica卜 safety‐ info/0001 html

0本事業には、薬剤の一般的名称が他の薬剤のブランド名に類似していたため、医師が薬剤を

誤つて処方した事例が複数報告されている。

●薬剤が変更になつた際には、薬剤服用歴やお薬手帳、退院時の診療情報提供書、悪者から

聴取した情報などと処方された薬剤を照合し、処方間違いの可能性があれば、処方医に確認

を行うことが重要である。

事例の
ポイント

薬効分類

一般名処方の

標奉的声よ記載

販売名

持続性アンジオテンシン‖

受容体拮抗薬

【散】カンデサルタン銀2mg

ブロプレス錠2

αi受容体遮断薬

〔般】ドキサゾシンメンル酸塩錠2mg

カルデナリン銀2mg

(2024年 8月 15日現在)

その他の

情報

◆ 公益財田法人 日本医療機能評価機構

医療事散防止事業部
〒101‐0061 東京都千代田区神田三崎町卜牛17 東洋ビル
電話 :03‐ 5217‐0281(直滴) FAX:03‐ 5217‐ 0253(直通)
https://w― .yakkyoktrhiyari.icqhC.。

「
うp/

丁あ

※この情報の作成にあたり、作成時におIする正確桂については万全

を期しておりますよ その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。来この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。来この情

報の作成にあたり、葉局力】ら報告された事例の内容等について、議み

やすくするため文章の一部を修正することがあ
',ま
す。そのため、「事

例検索Jで 8弱覧できる事偶の内容等と表現が異なる場合があります

のでご注意ください。
J馳

`η
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薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

共有すべき事例
調 剤

―包化調剤の間違い

2024年
No.12
事例 1

【事例の詳細】
薬剤師は、患者Xにグリメピリド錠lms「 トーワ」を含む4種類の薬剤30日分を一包化調剤し、
交付した。その後、別の薬剤師が悪者Yの薬剤を一包化調剤した際、患者Yには処方されて

いないグリメピリド錠lmg「 トーワ」が1錠混入していることに気付いた。混入したグリメピ
リド錠lmg「 トーワ」は、悪者Yの前に一包化調剤を行つた患者Xの薬剤である可能性があつた。

悪者X宅を訪間して薬剤を回収し確認したところ、グリメピリド錠lmg「 トーワ」が入って
いない薬包を発見した。正しく分包した薬剤を患者湘こ渡した。

【背景・要田】

調製者と鑑査者は、分包された薬剤を1包ずつ確認したが、グリメピリド錠lmg「 トーワ」が
入つていない薬包があることに気付かなかつた。薬局は混雑しており、調製者、鑑査者ともに焦つ

ていた。以前にも、グリメピリド錠lmg「 トーワ」が分包機内に残つていたことがあり、今回も、

静電気などにより分包機の内部に残つた可能性がある。

【葉周から報告された改善策】

―包化調剤する際、調製者および鑑査者は見落としがないよう分包した薬剤を一包す
いつ確認する。

当薬局の分包機は、内部にグリメピリド錠lmg「 トーワ」が残りやすいことを認識する。

事 例

0-包化調剤の間違いは、本事例のように複数の悪者に影響を与える可能性がある。正しい薬剤
が過不足なく分包されているかを確認することは、間違いの運鎖を防ぐうえで重要である。

0-包化調剤を行う際は、分包されるはす“の薬剤が分包機内に残る可能性を常に考慮し、分包
作業の前後に分包機の内部に薬剤が残つていないか確認することが重要である。特に分包機

に残りやすい薬剤がある場合は、一覧表にまとめて薬局のスタッフに周知し、調製や鑑査の

際によリー層注意する必要がある。

●機器の不具合による誤調剤が起きた際は、発生した状況を機器メーカーに報告し、必要な

対応や予防対策を行うことが重要である。機器メーカーによるメンテナンスを受けることも

検討する。

●―包化調剤を行う際は、分包した薬剤の刻印や錠数を一包すつ確認することが基本である。

PTPシートなどの計数調剤に比べ確認作業が煩雑で時間がす〕`かるため、薬剤の調製から交付
までに時間がかかることを患者に伝え、調製者や鑑査者が分包した薬剤を確認する時間を

十分確保することが望ましい。

●分包機の構造や特徴、操作方法、分包した薬剤の確認手順、薬局の湿度管理などの環境整備、

機器のメンテナンスなどについて手順書を作成し、随時見直しを加えながら周知・遵守する

ことが重要である。

事例の

ポイント

◆ 蜘 団法人 口利日田圏 醐
車 m騨
〒101‐0061 東京都千代田区神田三崎阿 1‐4‐ 17 東洋ビル
電話 :03-5217‐0281(直通)FAX:03-5217-0253(直 通)
httpsi//www.yakkyOku‐ hiyari.:Gqhc.0■,p/

来この情報の作成にあたり、作成時における正確性につぃては万全

を期しております炊 その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。X・この情報は、医療従事者の競量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を裸す目的で作成されたものではありません。来この情

報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等につぃて、読み

やすくするため文章の一部を修正することガあります。そのため、「事

例検索」で間覧できる事例の内容等と表現が異なる将合力fあります

のでこヤ注意ください。「 L
/θ 7
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2024年
No.12
事例 2

【事例の詳制】
憲者は医療機関Aを受診して帯状疱疹と診断され、パランクロビルが処方された。薬局の薬剤師が悪者のお

薬手帳を確認したところ、医療機関Bか らオルミエント錠4mgが処方され、服用していることがわかった。
オルミエント錠の添付文書には、ヘルペスウイルスを含むウイルスの再活性化 (帯状疱疹等)が報告されて
いること、症状の発現が認められた場合には、患者に受診するよう説明し、本剤の投与を中断し速やかに

適切な処置を行うことが記載されている。オルミエント錠4mgを処方した医療機関Bの医師に連絡し、憲者
に医療機関Aからパラシクロビルが処方されたことを伝えたところ、パランクロビルの服用が終わるまで、

オ,レミエント錠4msの服用を中止することになつた。
【推定される要因】

憲者は、オルミエント錠の服用により、帯状疱疹を発症する可能性があること、症状が認められた際は服用

を中止することなどについて理解していなかつた。オルミエント錠を処方した医師や調剤した薬剤師から

説明を受けていなかつた可能性がある。

【革局での取り組み】

帯状疱疹の治療薬が処方された際は、併用薬を確認し、憲者が治療を受けている全ての疾患・病態について

確認する。

事 例

薬局ヒヤリ・ハツト事例収集・分析事業

亀 共有すべき事例
疑義照会・処方医への情報提供

副作用の発現

？

Ｂ

●帯状疱疹と診断されパラシクロビルが処方された憲者のお薬手帳を確認した際、他の医療機関からオル

ミエント錠4mgが処方されていることを発見した薬剤師が、オルミエント錠によるヘルペスウイルスの
再活性化の可能性を疑い、オルミエント錠4m目を処方している医師に情報提供を行つた事例である。

●オルミエント錠は、免疫反応に関与するヤヌスキナーゼ (」AK)を阻害するため、感染症に対する宿主
免疫能に影響を及ばす可能性がある。オルミエン ト錠の医薬品リスク管理計画書 (RMP)の憲者向け
資材
*に
は、「服用中に注意が必要な症状」として、咳、発熱、のどの痛み、寒気、痛みを伴う発疹 (帯状疱疹)

などが挙げられている。

※オルミエント錠の医薬品リスク管理計画書 (RMP)の患者向Iサ資材「オルミエントを服用さイkている方へ」
(参照2024年 11月 20日 )

●オルミエント錠のように服用により重篤な副作用が発現する可能性がある薬剤を交付する際は、製薬企業

が作成している憲者向け資材などを活用し、悪者に副作用の症状などを具体的に説明したうえで、症状が

現れた時は速やかに医師や薬剤師に相談するよう伝えておくことが重要である。さらに、交付後の憲者フォ

□―アップは、副作用の早期発見と早期対応を可能にし、重篤化の回避につながるため、積極的に取り組む

必要がある。

事例の

ポイント

オルミエント鍵4mg′2mg′ lmgの斎付文■ 2024年8月改訂 (第 10版 )(一部抜粋)
8.重要な基本的注意 〈効能共通〉

8.4ヘルペスウイルスを含むウイルスの再活性化 (帯状疱疹等)が報告されている。また、日本人関節
リウマチ患者で認められた重篤な感染症のうち多くが重篤な帯状疱疹であつたこと、播種性帯状疱疹も

認められていることから、ヘルペスウイルス等の再活性化の徴候や症状の発現に注意すること。徴候や

症状の発現が認められた場合には、悪者に受診するよう説明し、本剤の投与を中断し速やかに適切な処遭

を行うこと。また、ヘルペスウイルス以外のウイルスの再活性化にも注意すること。
その他の
情報

◆ 公鶴財団法人 日本田磨置臨評価格情
医療事散防止事業部
〒10卜0061 東京都千代田区神田ヨ崎町14-17 東洋ビル
電話 :03‐ 5217‐ 0281(直通)FAX:03‐ 5217,0253(直 通)
https://www,yakkyOku― hiyari.icqhC,Ohip/

米この情報の作成にあたり、作成時における正確性につぃては万全

を期しておりますよ その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。米この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情

報の作成にあたり、票局から報告された事例の内容等につぃて、読み

やすくするため文章の一部を修正すること力fあ りまtそ のため、「事
例検豪」で蘭貨できる事例の内容等と表現力f異なる場合があります

のでご注意ください。
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【事例の詳綱】
パーキンソン病の悪者が、鼻閉の症状が出現したため、介護者に一般用医薬品の購入を依頼した。介護者

は、鼻づまりに効果があると外箱に記載されているナシビンMスプレーを購入したが、使用に問題がない

か気になり、パーキンソン病治療薬の調剤で利用している当薬局に相談した。薬斉」師がナシビンMスプレー
の添付文書を確認したところ、モノアミン酸化酵素阻害剤等を服用している人には使用しないでください

と記載があつた。悪者はエフピー OD錠 2.5を服用しているため、ナシビンMスプレーは使用しないよう

介護者に説明し、購入した薬局に返品するよう伝えた。さらに、薬剤師が主治医に症状を伝えて往診を

依頼した結果、ナゾネックス点鼻液50μ g56噴霧用が処方された。

【背景・要因】

患者にエフピー OD錠2.5を交付した票剤師は、一般用医薬品を購入する前に薬剤師に相談するよう伝えてい
なかつた。憲者は、以前にも一般用医薬品の点鼻薬を使用したことがあり、問題なく使用できると思つていた。

介護者は、外箱に記載された効能・効果だけを見て薬剤を購入した。

【葉周から報告された改善策】

本事例の憲者や介護者には、一般用医薬品を購入する前に主治医や薬剤師に相談するよう説明した。

エフピー OD錠 2.5は併用禁冠の薬剤が多いため、一般用医薬品を含め、併用に注意する必要がある薬剤を
スタッフ間で共有した。

事 例

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

共有すべき事例
一般用医薬品等

不適切な使用の回避

2024年
No.12
事例 3

0第2類医薬品を販売する際、薬剤師または登録販売者により情報提供を行うことは努力義務とされている
が、購入者は薬剤師や登録販売者に相談せすに第2類医薬品を購入することがある。

●第2類医薬品であるナンピンMスプレーの添付文書には、「モノアミン酸化酵素阻害剤等を服用している人」

は使用してはいけないことが記載されており、モノアミン酸化酵素阻害作用等を有する薬剤の成分名が示

されているが、購入者は、服用している医療用医薬品名と照らし合わせて判断することが難しい場合がある。

薬剤師や登録販売者は、ナシビンMスプレーの購入者に積極的に関わり、必要な情報を伝え、使用が適切

であるかを確認することが重要である。

●パーキンソン病治療薬で選択的モノアミン酸化酵素B(MAO‐B)阻害薬であるセレギリン塩酸塩 (エフピー

OD錠2.5など)は、併用禁忌の薬剤が多く、一般用医薬品にも該当する薬剤がある。薬剤師は、セレギ
リン塩酸塩を服用している患者、家族および介護者に、一般用医薬品を含む他の薬剤を服用 。使用する際

は薬剤師に相談するようあらかじめ説明しておき、定期的に併用薬を確認することが重要である。

事例の

ポイント

ナンピンMスフレー (第霞 医重品)の斎付支害 2015年 4月改訂 (一部抜粋)
使用上の注意

■してはいけないこと

(守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなります)

1.次の人は使用しないでください

(2)モ ノアミン酸化酵素阻害剤等を服用している人。
※モノアミン酸化酵素阻害作用等を有する医薬品は以下のようなものがあり、いすれもパーキンソン病の治療に用いら
れます。また、ゾニサミドはてんかんの治療にも用いられます。

●セレギリン塩酸塩 ●ゾニサミド 0エンタカポン

その他の

情報

◆   剣餞1団法人
〒101‐0061 東京都千代田区神田三崎町 14‐ 17 東洋ビ)レ
電話 :03‐ 5217‐0281(直通)FAX:03-5217-0253(直 通)
https://www.yakkyOku― hiyan.icqhc,OR'p/

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全

を期しております及 その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情

報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容幸につぃて、読み

やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事

例検索」で岡寅できる写例の内容等と表現が異なる場合があります
のでど注意ください。
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薬事情報センター Webサ イト
(スマホ画面)

だと
=私
tク     ロ 千、

さ豊出遵欝研修金の譲内

:■農上 系発リシケ
1連繋類憑 :懇鋼81

“新しく"、 “適切な"医薬品等情報の入手と提供 (第 32回 )

『うつかリドービング』から、アスリートを守る
～情報入手、情報発信について～

,J

薬事情報セツターWeb
サイトは、スマートフォン

でも閲覧可含ヒです。

※本情報は、2024年 12月 9日現在の矢[見に基づいて執筆。

※各サイトは、2024年 12月 9日に確認。

※本原稿は、第43回広島県薬剤師会学術大会発表内容を一部引用。

広島県薬剤師会薬事情報センターでは、DI業務として、医薬品、中毒、 ドー
ピング、及び医学薬学関連情報等の収集や提供を実施しています。情報提供の対

象は、一般の広島県民、及び医療関係者です。広島県民からは電話等 (ア ンチ・

ドーピングホットラインはFAXま たはEメ ール)、 医療関係者からは電話、FAX、

Eメ ールで相談質疑を受け付け、対応し、加えて薬事情報センター Vヽebサイト

を通じて広く情報支援を行つています。

広島県薬剤師会アンチ・ ドーピングホットラインは、2005年 に発足して以来20

年間、広島県におけるアンチ・ ドーピング活動の拠点として活動をしてきました。

多くのアスリートやスタッフ、医療関係者から信頼いただき、現在も活動を続け

ております。

今回は、20年の活動を振り返り、また、日々、薬局に訪れる “スポーツをして

いるかかりつけ患者さん"を、どうすれば『うっかリドーピングから守れるか』

について、ご紹介して参ります。

1.広島県薬剤師会アンチ・ ドーピングホッ トラインの活動の実際
～問合せ対応から啓発活動まで (過去20年間の実績)～

まずは、アンチ・ドーピングホットラインの位置づけ (図 1)をご紹介します。

図 1 薬剤師会アンチ・ ドーピングホットラインの位置づけ
「薬剤師のためのアツチ・ドーピングガイドブッグ」(日本薬剤師会)から引用

慕事情報センクーのページ
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図 1に示す通り、選手等は、ドーピング禁止薬か否かを自らで調べ、判断がつかない場合、まずはかかりつけ薬局・

薬剤師に相談します。かかりつけ薬局・薬剤師が、判断がつかない場合に、所属薬剤師会のアンチ・ ドーピングホッ

トラインに問合せます。謂わば、 ドーピング判断における広島県の最後の砦として位置づけられており、日本薬剤
師会やJADAと 協力し責任をもって回答しています。その際、日本アンチ・ドーピング機構 (JADA)の 情報サイト

や「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」(日本薬剤師会)1)を活用します。

1)日本薬剤師会.『薬剤師のためのアンチ ドーピングガイドブッ
`フ

2024年版』′

https:ん /wwwiniChiyaku.or.jp/acti宙 ties/anti― doping/about.html,20244F12月 9日参照

1)広島県薬剤師会アンチ・ドーピングホットライン 間合せ対応の現状
① 情報提供 成分数の推移 (図 2)

図2 アンチ・ドーピングホットライン 年次

2005年～2024年 (過去20年間)の推移

・毎 情報提供成分数 *1月 ～12月

280

444
2024年
(+11月 )
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2019年 7月 Webサイト開設
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⑬ 色吊5,蕪と写I:鼻岳尋霧:月 ヽ
COVID-19

2005年に発足後、県内のアスリートやトレーナー、スポーツドクターにアンチ 。ドーピングホットラインの存

在が次第に伝わり、問合せ数が増えてきました。2019年 7月 に薬事情報センター Webサイトリニューアルに伴う
「アンチ・ドーピングホットライン」サイトの開設後は、更に問合せが増加しました。東京オリンピック2020の事

前合宿に関連した問合せもありました。ところが、2020年 1月 に国内でCOVID■9感染者が報告され、国内外で
スポーツ大会が自粛されるに伴い、問合せが減少しました。しかし、2023年 5月 に5類感染症に移行後は、再び

スポーツが盛んに行われるようになり、ホットラインヘの問合せも急増しております。

② 情報提供先について
・質問者の属性は、 トレーナーが約 4割、薬剤師が 2割、次いで選手、医師の順です。
病院薬剤部、整形外科クリニック、整形外科病院、スポーツチーム等が、リピーター質問者です。

・質問者の競技は、サッカー、バレーボール、ハンドボール、テニス等で、20年間では53競技に及んでいます。

③ 情報提供内容について
・医療用医薬品だけでなく、一般用医薬品、また、漢方薬についての問合せもあります。

・食品であるサプリメントについても、時に問合せがあります。

・医師からの問合せは、スポーツドクターとして支援される大会への協力要請やTUE申請の相談等です。

2)アンチ・ドーピング 啓発活動
① 対面での啓発活動
a.スポーツ大会での啓発活動

広島県薬剤師会アンチ・ドーピング活動推進委員会の活動として、各種スポーツ大会において、啓発プー

スの出展やドーピング禁止薬の判断のホットライン
4と
して活動しました。

ASTCア ジアトライアスロン選手権 (甘日市市で開催)では、表 1に示す様に2回に渡つて大会に協力

及び啓発活動を実施しました。2016年には対面で啓発活動を実施したことで、課題発掘もできました
2)。

次いで、2020年にも大会事務局から協力依頼があったため、同様の活動計画を立案しましたが、まさに

COVID■ 9感染拡大の影響を受け、活動の一部は電子媒体での対応となりました。
*ここでのホットラインとは、 ドーピング禁止薬か否かを判定する作業
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表 l ASTCアジアトライアスロン選手権におけるアンチ・ ドーピング啓発活動
～2016年、2020年の比較～

95

の 大会当日の活動

・選手宿泊ホテルの常備薬チェック
⇒医薬品リストのチェツク

・周辺薬局/薬店でのアンチ・ドーピング啓発
⇒研修会を開催

啓発ブース出展

2016年

ホットライン
*を
会場に開設

・啓発ブース出展
⇒中止

2020年

*ホ ットラインとは、その場でドーピング禁止薬か否かを判定する作業

2)泉合悟ほか (広島県薬剤師会 アンチ ドーピング活動推進委員会).ASTCア ジアトライアスロン選
手権2016/廿日市におけるアンチ ドーピング活動報告,日本薬剤師会雑誌 2018:70:31-32

b.講演を通じた啓発活動
この20年間で、スポーツトレーナー協会所属のトレーナー向けに薬事情報センター職員による講演や、

アンチ・ドーピング活動推進委員からのスポーツチーム選手への講習、県民公開講座の企画開催、薬剤師

向け研修会の開催等を実施してきました。これら講演を通じて、県民や薬剤師に対面で啓発活動を行って

おります。

② 電子媒体を利用した啓発活動
a.Webサイトからの発信         図3 県民向けアンチ。ドーピング啓発まんが

・選手宿泊ホテルの常備薬チェック

⇒医薬品リストのチェック

・周辺薬局/薬店でのアンチ・ドーピング啓発
⇒研修会を開催予定したが中止

⇒啓発動画を作成 。発信

ホットライン
*を
会場に開設

⇒薬事情報センターで対応

薬事情報センター>アンチ・ドーピングホットライン>まんがで学ぶお薬のこと

お薬まんが「うつかリドーピング」編

アンチ・ドーピングのルールに
おいて、スポーツの中で禁止され
ている物質と方法があります。
これらは全世界、全スポーツ統一
のルールであり、「禁止表国際基
準」と呼ばれる表に記載されてい
ます。

スポーツにおいて、すべての薬の
使用が禁止されているわけでは
ありません。
禁止物質や禁止方法に該当しな
いものであれば用法用量を守り、
使用することができます。

従つて、体調が悪い時、けがをし
てしまった時等に薬を使用する場
合は、使用する前に、禁止物質や

禁止方法ではないか確認が必要
ですので、医師や薬剤師に相談を

しましょう。

https://wwW hirOyaku,p/di/cartOon/626/

薬事情報センター Webサ イト内に
「アンチ・ドーピングホットライン」の

サイトを開設し、ホットラインヘの間

合せ方法、各種関連サイトのリンク集

を掲載し、ドーピングに関する情報発

信を実施しています。加えて、県民に

もわかりやすく伝えるために啓発用ま

んが (図 3)を作成、掲載しておりま

す。

b.メ ールマガジンの配信

各種啓発活動を行うには、スポーツ

に関心のある薬剤師と連携すること必

要です。そこで、アンチ・ ドーピング

活動推進委員会では、スポーツファー

マシス トだけでなく薬剤師を対象に、

月に 1回以上、最近のトピックス等を

中心にメールマガジンを配信すること

を決定 し、2019年 から開始 しました。

現在までに、70回 の配信を行っており

ます。

☆関心のある方は、後述「アンチ・ ドー

ピングメールマガジン 登録方法」を
か照され、ご登録下さい。

c.オ ンラインセミナーの開催

スポーツファーマシストを対象に、JADA主催オンラインセミナーを開催しました (延べ 9回 )。

7二   1拷 )
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2.ドーピングか否かを判定する具体的な検索方法
アスリートが服用する医薬品を「禁止表国際基準 (global DRO)」 で、成分毎に確認します (図 4)。

図4 ドーピング半」定の手順
手順 参考サイト

¬.医薬品の
「成分名」を調べる

2.それぞれの成分を
「禁止表」で確認する

「禁止表」
=gtobat DRO

鸞勢い一̀……

PMDA・ 医療用医薬品 電子化された添付文書等
・―殻用医薬品・要指導医薬品 添付文善等

・」ADA
日本禁止表国際基準にもとづいた検索サイト(=gЪ bat DRO,
htt,si1/v′ ′了″つtObatdlo com′ 」P search
。日本薬剤師会
薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック(最新版)
htt。ま′谷ミヽヽV nichtyakuool jp actい /iticslant― dopit19 ,ぃ dex htiキ it

*禁止表国際基準は、毎年 1月 1日にO●年版が発行されます。
その後も、随時変更されるため、 必ず、最新の情報で検索、確認することが重要です。

薬事情報センターWebサイトから >アンチ・ドーピングホットライン
>アンチ・ドーピング関連情報 リンク集 >日本禁止表国際基準にもとづいた検索サイト

>アンチ・ドーピングホットライン>アンチ・ドーピングホツトライン >日本禁止表国際基準にもとづいた
検索サイト(=giobal DRO)

gtobat DROの画面で
・ユーザータイプ～質問者のタイプ
・朔技～競技名
。購入国～国名
。検索～成分名
を入力し、検索する

その際の注意点として、①スポーツによって禁止されている成分も異なるため、スポーツの種類も確認が必要です。

また、②競技会時、競技会外でも禁止か否かが異なります。加えて、③一般用医薬品では、商品名が似通つたものが

多く、それぞれの含有成分が異なるため、確実な名称を確認する必要があります。本県薬会誌「お薬相談電話事例集

No。 151」 でもご紹介している通り、必ず、Eメ ールかFAXで、正確な情報を入手します。

判断においては、図4に示す禁止表国際基準 (giobal DRO)を使つて、随時確認します。参考資料として、日本

薬剤師会が発行している「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック (最新版)」 を使用できます。但し、禁

止表国際基準は、毎年 1月 1日 に改訂され発行されます。その後も、随時変更されることがあるため、必ず、最新の

情報で確認することが重要です。

尚、アンチ・ドーピングのルールにおいては、禁止されているのは「物質」だけでなく、「方法」もあります。「方

法」には、輸血や静脈内注射、遺伝子/細胞ドーピング等があります。詳細は、「(最新版)禁止表国際基準」に掲載

されている「物質」と「方法」をご確認ください。

但 し、治療のためにどうしても禁止物質を使用するときは、事前にTUE(I台療使用特例)申請をして使用するこ

とができます。TUE申請含め、医療関係者としてアンチ・ドーピングに関わることの詳細については、JADA(日
本アンチ・ドーピング機構)「医療関係の方」のWebサイトをご参照ください。

医療関係者の方 (」ADA) https://www.playtrue,apan.Org/medica1/
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〔選手のための教育受講について】

2023年度より国体・国スポにおけるアンチ・ドーピング教育の受講が義務化されました。日本スポーツ協会 (JSPO)

のサイトで、動画が紹介されています。将来のトップアスリートにも是非、ご紹介ください。

」ADA作成
アンチ・ ドーピング教育動画 (」SPO)

https://www.japan―sports.or.jp/medicine/doping/tabid1395.htlml

最後に

まずは、かかりつけ薬局・薬剤師が、かかりつけ患者さんを『うっかリドーピング』から守る上で、大変重要な役

割者となります。スポーツファーマシストやアンチ 。ドーピングホツトラインに相談しながら、正確な情報提供を実

施し、『うつかリドーピング』からアスリートを守りましょう。

また、今年はスポーツ大会で、啓発ブースを設置する計画を企画中です。詳細が決まり次第ご連絡させていただき

ます。是非、一緒に活動しましょう。

謝意

これら活動において、広島県薬剤師会アンチ・ ドーピング活動推進委員会の委員の先生方、広島県で、アンチ・ ドー

ピングについて先駆けとして活動され、県内のプロスポーツ団体等からも信頼を得るなど、礎を築いて下さつた前薬

事情報センター長の原田修江先生、そして現在、アンチ・ ドーピングホットラインを中心的に活動している薬事情報

センター永野利香先生に、あらためて、深く感謝申し上げます。

本稿の内容は、第43回広島県薬剤師会学術大会 (2024年 10月 27日 開催)にて発表した内容を一部引用しております。

ヒ鞣 内

1.アンチ・ドーピング メールマガジの登録方法
◆メールマガジンの概要

提供情報 アンチ・ ドーピングに関する情報等をタイムリーに提供

・違反事例、禁止物質混入情報等

・QA事例等
・研修会、講習会等情報

・スポーツファーマシストの活動の場 関連情報
提供方法 Eメ ール (月 1回程度 )

登録対象者 広島県薬剤師会会員で、アンチ・ ドーピングに興味のある方

※スポーッファーマシストでなくても登録可能です。

◆メールマガジン登録方法

次の項目 (8項目)を確認し、Eメールにてご登録下さい。

Eメール件名 「アンチ・ドーピング メールマガジン登録」
Eメール送付先 anti― doping@hiroyaku.or。 ,p

記載事項 ①氏名およびふりがな

②登録用Eメ ールアドレス

③勤務先、ご所属

④連絡先 電話番号
⑤所属地域薬剤師会名

⑤興味のあるスポーツ

⑦ スポーツファーマシスト認定取得 (はい/いいえ)

③備考 (スポーツファーマシストとしての活動実績等)

つγ   `乳 )
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2.薬事情報センター Webサイトでは、公的機関等が発信している情報の『お役立ちリング集』を掲載しておりま
す。是非、ご活用下さい。

薬事情報センター VVebサイト>お役立ちリング集
https:〃 hirOyaku」 p/dり links/

リンクされている情報

広島県のローカル情報、感染症関連情報、AMR等

医薬品の安全性関連、妊娠・授乳と薬情報

薬局ヒヤリ・ハット事例、医療事故情報事例

医療用医薬品情報検索/一般用医薬品情報検索、承認情報、新薬情報、保険適応、
適応外保険適用、セルフメディケーション、文献検索 (J―STAGE、 CiNI)

★ 厚生労薗省、PMDA、 製薬協、日薬運、日漢協、PhRMA、 ジェネリッ
`フ

製薬協

各種疾患病態治療に係る情報、Mindsガイドラインライブラリ

県民向けにわかりやすい内容で、悪者説明時に活用できる

薬のしおり、セルフメデイケーション、健康食品、健康情報、

海外渡航時の医薬品の携帯持込等、海外渡航時感染症

県民向けに相談先を紹介

医療安全支援センター、心の電話相談、医療機関検索

中毒発生時の一次対応情報 (中毒情報センター)、 食中毒

★ ドーピング禁止薬検索サイト、薬剤師のためのガイドブック、

スポーツファーマシスト検索、関係機関

【本件に関する間合せ先ト

広島県薬剤師会 薬事情報センター「アンチ・ドーピングホットライン」
電話 :082-567-6055、  Webサイト:httpsプ /www.hiroyakujp/di/hotline/

アンチ・ ドーピング関連

中毒情報検索

医療相談 。医療機関検索

もっと矢[lり たいお薬のこと

医療関連サイト

医薬品関連サイト

医薬品情報データベース

プレアボイド関連サイト

医薬品適正使用情報

感染症情報

大分類

つケ    (7`)
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薬事1情報センター

『飲んでる薬 大文夫 ?』

～アンチ・ ドーピングホットラインの回答例～

Q.モディオダールはドーピングにひっかかりますか?

※2024年 11月時点での情報にもとづき回答作成。

ドーピングに関するご質問に対して、回答いたします。

競技 :0●、性別 :● 0、 年代 :0●、使用状況 :0●

問合せ製品 :1)モディオダール錠100mg
(製造販売元/アルフレッサ ファーマ、販売元/田辺三菱製薬、提携先/Cephaton)

有効成分 :モダフィエル

回答 :

上記製品 1)の有効成分は、2024年 WADA禁 止表国際基準における「競技会 (時)に禁止される
物質S6 興奮薬」 に該当します。 (2024年 11月 26日現在)
禁止表に掲載されている禁止物質を治療目的のために使用せざるを得ない場合、所定の手続きによつ

て治療使用特例 (T∪ E)を申請し、認められれば、例外的にその禁止物質・方法を使用できます。

〔書式、参考サイト】

(公財)日本アンチ・ドーピング機構 (」ADA)サイト→ 治療目的で禁止物質を使うときは?
https://、A′WW.ptaytrueJapan.Org/code/rute/treatment.htmt

」ADAアスリート向けサイト「クリーンスポーツ・アスリートサイト」
→ WHAT→ 健康を守るため → 薬の使用及び治療使用特例 (TUE)
httpsi//www・ reatchampion.jp/what/heaヒ h/tue/

→ RESOURCES→ TUE(治療使用特例)に関する書式
httpg//w、A′VV.reatchampiOn.jp/resources/000162.htmt

なお、競技による独自の規制や、競技団体が独自に禁止物質を定めている場合もありますので、各

競技団体へのご確認を推奨します。

■最新情報の共有について

2024年禁止表国際基準 (日本語/英語 併記)が公開されています。
https:〃www.ptaytruejapan.org/entr々 img/2024_prohibtted_日 stjpn.pdf

■国際総合大会等に参力lするアスリートに向けた注意喚起について

(―社)日本スポーツフェアネス推進機構 (」
‐Faimess)サイトにアスリート向け動画 (飲食/薬/

TUE/サプリメント編)が公開されています。ご参照下さい。
httpⅨ〃www.1‐ fairness.org/nodce/764叫 wwigZO

【解説〕

ドーピングに関するお間合せは、電話では受け付けておりません。成分を正確に把握しないと正しい情報提供がで

きないため、必要事項を記載した文書で改めてのお間合せをお願いしています。具体的には、質間者の氏名、電話番

号、所属施設名、属性 (薬剤師、選手等)や、使用者の所属競技団体名、競技名、性別、年齢、使用状況 (未使用・

使用中・過去に使用)を確認します。その上で、上記の形式で文書で回答します。

'う
     (Iた )
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問合せ製品が禁止表に掲載されている禁止物質に該当した場合は、その旨を回答します。加えて、治療目的のため

に使用せざるを得ない場合の対応方法 (治療使用特例 CTUE))について、情報提供をします。さらに、最新情報や、

有用なサイトなどのご案内も付記しています。

なお、判断のもととなる禁止表国際基準は、少なくとも毎年 1回は改定され、その年の 1月 1日から12月 31日 まで

有効となっていますが、随時マイナーチェンジもされるので、最新の知識が必要となります。

【参考資料、サイト〕

1)公益財団法人 日本アンチ。ドーピング機構 :g[obatDRO,
httpsプ /www.giobaldro.com/JP/search,2024年 H月 26日参照
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